
ー

業 所得
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1日 本県の概要

長崎県は九州の西北部に位置 し、県土は離

島・半島地期が大部分を占めていることから、

平坦地に乏 しく、海岸線の延長は北海道につ

ぎ全国第 2位の長さを示している。

【主要指標】

※長崎県異動人口調査、全国市区町村別面積調、県民経済計算

【市  町】13市 8町

※「全体」:R元年全国都道府県市区町村別面積調
「離島」:第63版長崎県続計年鑑 H27.101現 在

C)島の総数       594(H27.10)
人のいる島    72( ″ )
人のいない島   522( ″ )
※第63版長崎県統計年鑑 H27101現在

○海岸線延長   4,1 83krrl(H28.3)
※国土交通省 海岸統計

耕地面積
466km2
113%

※「全体JI国土地理院 H30年全国都道府県市区田」村別面積調べ
「耕地面積」:H30年耕地面積及び作付面積統計
「森林面積J:長崎県の森林 林業統計

【気  象】

※長崎地方気象台各測候所調ペ

(1981から2010年の30年間の平均)
下段 ( )書は近年5カ年の平均(2015～ 2019)

【産業別人口】
総就業人口 644,154人  正第1次 正第2次  第3次
4.0%

全国 250% 71.0%

長山奇 7.7。/。  201%

―

蕉 ‐ ‐ヽ ´‐孝●■=●

0        20

72.2%

※平成27年国勢調査
※割合は分類不能を除外して算定

【面積区分】

泌所2お
587%   |

謙早湾干拓でのレタスの収穫風景

そ

1,240

30,

全 体
4,131km2

2

‥
６０

‥
４０ 80

東西21 3km 南北307km
4,130,00k面  (R元・10.1)

1,325,205人
男
女

622,573人
702,632人

561,321世帯

4兆5,662億 円 (平成28年度 )
2,519千円/人  (平成28年度)
3兆4,433億円

4,131km2※
全 体

２

７

７

７

８

８
( )

６

４

６

８

１

４

1,857.7
(2,014.5)

０

６

７

７

1,907.4
(1,991.4)

１

２

(

7
3)

９

１

４

７

９

０

８

３

２

３

６

２
( )

４

４

４

８

４

４

2,899,4
(3,203.8)

16.1

(16.7)
1

1

８

０
( )

３

１

８

２

７

８

2,109.3
(2,373.9)

８

２

６

７

1,756.4

(1,780,7)
2,335,8
(2,424.5)

８

４

５

６

６

４

８

９

８

５

０

５

2,235.2
(2,489.8)

離島 半島地域で盛んな肉用牛経営

0

100



本県農業の全国的な地位をみたものが下の表です。

平成30年の農業産出額は 1,499億 円で全国第22位となつ

ています。

主要品目を都道府県別順位でみると、びわ (1)、 ばれい

しょ(3)、 いちご(4)、 たまねぎ(4)、 きく(5)、葉たばこ(5)、 み

かん (6)、 にんじん (6)、 肉用牛 (7)、 アスパラガス(7)な ど23

品目が産出額で上位 10位以内に位置しています。
※( )内は、順位

【主要指標の全国的地位】

※2015年 農林業センサス、耕地及び作付面積統計、生産農業所得統計

【長崎県農業産出品目別全国トップ 10】 (平成30年 )

第58回農林水産祭国芸部門天皇杯受賞

(島原雲イ山農協雲イ山ブロッコリー部会)

※H223月末
市町報告

項    目 本  県 全
全国対比 農林業センサス

(H22)比較 (%) 順位 (位 )

曲

辰

業

1.総農家数
2.販売農家数
主業農家数

準主業農家数

副業的農家数
3.自給的農家数
4.農業就業人口
5.認定農業者数

(H 7) (戸 )

(戸 )

(戸 )

(戸 )

(戸 )

(戸 )

(人 )

H34.3月 末)(経営体)

2
″

″

″

″

″

″

33,802
21,304
6,620
4,307
40,377
12,498
34,440
5,561

2,155,082
1,329,591
293,928
257,041
778,622
825,491
2,096,662
242,304

1.6

4.6

2.3
4.7

1.3

1.5

4.6

2.4

30
28
22
22
36
33
28
17

38,745
24,887
7,901
6,041
10,945
43,858
40,936
※6,301

曲

辰

地

(ha)

(ha)

(ha)

(ha)

(%)

6.耕地面積 (H30)
田     (″ )
畑    (″ )

1戸当たり耕地面積 (″ )
7.耕地利用率 (H30)

46,600
24,300
25,300
1,38
97.4

4,420,000
2,405,OOO
2,014,OOO
2,05
91.6

1.1

0,9
1,3

67.3
106.3

32
38
48
23
7

辰
業
生
産

(億円)

(億円)

(%)

8.農業産出額 (H30)
9,生産農業所得  (″ )
生産農業所得率 (〃 )

1,499
570
38,0

90,558
34,873
38.5

.7

.6

22
22
26

品目名 農業産出額 (億円) 全国順位 品目名 農業産出額 (億円) 全国l買位

肉用牛
みかん
いちご
ばれいしよ
きく
葉たばこ
レタス
ブロッコリー
にんじん
だいこん
たまねぎ
アスパラガス

259
122
112
71
32
29
28
27
25
24
23
18

7
6
4
3
5
5
7
7
6
0
4
7

1

洋ラン (鉢 )
びわ
かぼちゃ
カーネーシヨン(切り花)
さやえんどう(未成熟)
しようが
しらぬい (デコポン)
にがう

'」

そらまめ (未成熟)
ガーベラ
ニ条大麦

1 4
2
7
6
6
5
4
4
2
2
2

1

8
1

9
5
9
0
6
6
7
6
8

1

長 埼 県蝿7区  3

第11回全国和牛能力共進会で特別賞
「交雑脂肪の形状賞」を受賞した「長崎和牛」

長崎みかんの主要品種「させぼ温州」

0

いちご多収性品種「ゆめのか」



本県農林業の概要3

農 業

本県は、多くの離島や半島から成り立ち、地

形は複雑で、急傾斜が多く、耕地条件に恵まれ

ていア!Rい。

年間平均気温は約 13～ 18℃ 、年間降水量

は約 1,900～ 3,000mmと 温暖多雨である
が、大消費地から違隔地にあり、地理的・地形

的な条件には恵まれていない。

しかし、県内各地では、地形・天候等の地域

の特性を渦かした多様な農林業の生産が展開

されている。

高品質びわ「なつたより」

▼総農家数の推移

(戸 )

90′ 000

80,000

70′000

60′ 000

50′000

40′ 000

30′ 000

20′ 000

10,000

0

S60   H2   H7  H12

※農林業センサス

(※ 2015年農林業センサス)

本県の総農家数は33,802戸で、このうち販

売農家は、21,304戸、自給的農家は 12,498

戸である。

販売農家は総農家の63%を 占め、そのうち
主業農家は6,620戸 で販売農家の31%に 当
たる。

なお、認定農業者制度による認定は、平成31

年3月末現在、21市町で5,561経 営体 (う ち法

人371)と なつている。

総 農 家 数

販売農家数

主業農家数

準主業農家数

副業的農家数

33,802戸

21,304戸

6,620戸

4,307戸

10,377戸

(※ 県全体の6,0%)

(販売農家数の31%)
(   ″  の 200/。 )
(   ″  の490/。 )

83′ 689

※総世帯数 (H27.10.1現在)560,720戸
「販売農家」:経営耕地面積が30a以上又は農産

物販売額50万円以上の農家
「主業農家」:農業所得が主で、農業に60日以上従

事した65歳未満の世帯員がいる農家
「準主業農家」:農外所得が主で、農業に60日以上従

事した65歳未満の世帯員がいる農家
「副業的農家」:主業、準主業農家以外の農家

▼販売規模別農家数の害」合 (販売農家 )

実数(百P)   376   331    285   249   213

50万円未満

50～200万円

200～ 500万円

500～ 1,000万 円

1′ 000万円以上

75′ 654

63′ 910

5

48′497
44′415
41,956

H17  H22  H27
7年    12年    17年    22年    27年

0
550   555



魯 農業就業者
(※ 2015年農林業センサス)

農業就業人口は、高齢化が進行 し、65歳以上

が57.7%となつており、担い手の確保が大きな

課題となつている。

農業従事者数 (販売農家)  53,966人
農業就業人口( ″  )  34,440人
うち65歳以上   19,889人 (57.7%)

全国63.5%
基幹的農業従事者数 (販売農家)31,719人

うち65歳以上   18,190人 (57.3%)
全国64.6%

新規自営就農者 (平成30年度)  232人
新規雇用就農者 (  ″  )  301人

【新規自営就農者 (15歳以上65歳未満)の推移】
(単位 :人 )

年度

新規学卒就農

農高卒 農大卒 その他 ノlヽ言十

64

Uターン等 合言十

「農業就業人口」:
「農業のみに従事した人」及び「農業とその他の仕事の

うち農業が主の人」
「墨幹的農業従事者」:

農業就業人国のうち「ふだん農業に従事することを主

としている人」

本県の耕地率は11.3%で、耕地面積は

46,600haで畑面積の比率が大きく、耕地利

用率は97,4%となつている。

傾斜度別の耕地 (農振農用地)は、水田

1/20以上48%、 畑 15度以上9%と急傾斜の

比率が全国 (水田 1/20以上 14%、畑 15度以

上4%)に比較して著しく高く、小規模団地を

形成している。このため、区画整理の整備率は

平成30年度末で水田57.5%、 畑26.2%と 遅

れている。1戸あたり耕地面積は、1.38haと

小規模である。

H21

H22

H23

H24

H25

H26

H27

H28

H29

H30

58

46

40

49

51

66

108

128

135

134

111

159

203

196

115

99

166

174

175

183

163

207

243

232

‐３

３

‐０

７

６

９

‐５

‐２

‐４

7

14 「 37

11 1 19

17 1 31

15

14

21

15

19

13

24 -

20

19 :

22 1

17  1

13  1

耕地面積 46,600ha
21,300ha
25,300ha
19,200ha
5,820ha
300ha

(45.7%)
(54.3%)

33

52

田

畑

うち普通畑

うち樹園地

うち牧車地

12 1 17

８

　

０

　

６

４

　

４

　

３

(ha)

80′ 000

70′ 000

60′ 000

50′ 000

40′000

30′000

20′ 000

10′000

0

※農業経営課調べ

73′900
▼耕地面積の推移

68′ 000

63′ 300

57′700

53′400
50′600

48′ 000
47′ 20046′ 600

S50   S55   560   H2   H7   H12  H17  H22  H28  H29  H30

※樹園地は畑の内数、耕地及び作付面積統計

71′ 100

農地整備事業 愛津原地区(整備前)

0
農地整備事業 愛津原地区(整備後)



1番 主要農畜産物の
1生産状況

本県の変化に富んだ地形、自然条件を活か

した多種、多様な農産物が生産されている。

販売規模別農家は、1,000万円以上の農
家がl曽加傾向にある。

【主要農畜産物の生産状況】l単位:ha、 t、千本、頭、千羽、億円)

(資料 )
「野菜」、「ばれいしよ」:平成20,30年産野菜生産出荷統計
「花き」:平成20,30年 産花き生産出荷統計
「果樹」:平成20・ 30年産果樹生産出荷統計
「畜産 :乎し用牛、肉用牛、霰、採卵鶏、ブロイラー」
:平成20・ 30年産畜産統計
「畜産 :乳用牛」:出荷量は20・ 30年牛乳乳製品統計
「畜産 :肉用牛 (子牛 )」 :出荷量は畜産課調べ
「誨産 :採卵鶏」:出荷量は平成SO年畜産物流通統計
「畜産 :フ
ヾ
ロイテ」:出荷量は平成30年畜産統計

次世代を担う県有種雄牛「美津洋」

させぼ温州の県統一ブランド「出島の華」

高温耐性優良品種
「なつほのかJ

病害虫に強い多収性品種「アイマサリJ

′

，
　

…

！

′

　

　

、
一

主
一守

一一移

　

４
ァ

一帯
ぷ
ぶ
ほ
の
か
園
寺
オ

吟

　

静

め

攀

品 名
栽培面積等 出荷量等

(H30)
産出額

(H30)H20 H30

農
産

水稲

小麦

大豆

温州みかん

びわ

14,300
771
520

500
608
468

11 57,400
1,570
421

135
1

1

果
樹

3,540
589
2,890
397
44,300
767

122
12

野
菜

きゆうり

トマト
いちご

すいか

キヤベツ

アスパラガス

はくさい

レタス

ばれいしよ

たまねぎ

だいこん

にんじん

ブロツコリー

133
169
294
298
374
141
398
829
4,230
570
751
808
434

139
179
273
249
459
123
380
947
3,580
840
747
839
781

6,950
11,500
9,790
6,890
11,900
1,640
20,700
30,500
80,400
26,200
49,200
30,400
7,390

21

43
112
13
9
18
8
28
71

23
24
25
27

工

一云

乳 用 牛
肉 用 牛
豚

採 卵 鶏
プロイラー

茶

葉たばこ

きく
カーネーション

765
953

742
567

3,640
1,331 29

7

切
花
類

129
22

159
16
58,200
14,100

32
6

畜

　

産

飼養頭数等 出荷量 産出額

10,800
90,700
214,400
2,068
1,921

7,690
77,100
1981400
1,747
2,812

48,279(t)
18,658

28,706
11,955

生平し51
259
120
鶏ラロ50
68

0 全国品評会で 3年連続日本―を獲得した長崎玉緑茶
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本県認定農業者の 1経営体当たりの農業所得は、

507万円で、全国の主業農家平均の76%。

全  国 長崎県

販売農家 主業農家 認定農業者

農業所得

(万円)
191 668 507

※平成29年農業経営統計調査、県農業経営課調ベ

農業産出額は 1,499億 円で、野菜価格の低迷な

どにより前年に比べ 133億円減少したものの、近

年は増加傾向で推移している。

(過去 10年では、7.4%増加 )

▼農業産出額部門別小蕎成害」合の推移

九州沖縄地区青年農業者会議での本県受賞者

▼農業産出額の推不タタ全国 (億円) 長崎県 (億円)

2,000

1,800

1,600

1,400

1,200

1,000

100,000

90,000

801000

70,000

60,000

50,000

92,742

90,558

1,396 1,499

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30
0%   10%   20%  30%  40%   50%   60%   70%  80%  90%  100% 農業

産出額

1,528億円

1,671

1,674

1,575

1,369

1,367

1,399

1,444

1,477

1,553

1,582

1,632

1,499

S55 163

Ｓ６

日

Ｈ

Ｈｌ

Ｈｌ

Ｈ２

Ｈ２

Ｈ２

Ｈ２

Ｈ２

Ｈ２

Ｈ３

基 食料自給率
本県の食料 自給率 は生産額ベースで

147%、 力ロリーベースで47%と 全国より
も高い。

食料自給率 (%) 長崎県 全国

生産額ベース 147 66

力国リーベース 47 38

※H29年度食料自給率 (長崎県 :1既算値、全国:確定値)

(億円)

F農産 望 いも類 F野菜  P果実 質 花き  工芸農作物 雪 畜産 Tその他

▼農業産出額部門別順位

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位

H 2 米
238

みかん
189

肉用牛
180

月家
171

ばれいしょ
132

鶏卵
71

葉たばこ
70

▼

９

牛
６

し ごちヽ

６０
ブロイラー
42

H 7 米
236

みかん
189

肉用牛
163

ばれいしよ
153

豚

１1 1

いちご
95

生乳
70

鶏卵

63
葉たばこ
52

びわ
29

H12 米
179

肉用牛
155

ばれいしよ
110

いちご
106

みかん
103

月家
97

葉たばこ
62

生乳
57

卵
４

鶏

５
トマト
33

H17 肉用牛
191

米
169

月家
109

いちご
98

ばれいしょ
88

みかん
88

生乳

55
葉たばこ
51

鶏卵
47

トマト
34

H22 肉用牛
174

ばれいしょ
124

米
121

月家
114

みかん
87

いちご
85

ラ
イ
ク
」

生

５
鶏卵
46

トマト
38

きく
35

H27 肉用牛
198
ばれいしよ
128 1

米
22 1

月琢
22

いちご
111

みかん
86

鶏卵
57

生乳
56

トマト
55
ブロイラー
51

H28 肉用牛
234

米

127
ばれいしよ
123

協

118
みかん
105

いちご
103

卵
８
鶏
５

生▼し
54

トマ ト
51
フロイラー
50

H29 肉用牛
241

米
131

みかん
129

豚
２３1
ばれいしょ
110

いちご
101

フロイラー
62

卵
９
鶏
５

レタス
58

生乳

54

‖30 肉用牛
259 1

米
３５

みかん
122 1

豚
２０

いちこ
112

ばれいしよ
71
ブロイラー
68

生乳
51

鶏卵
50

トマト
43

0



● ●  ● 長埼が巣味しい理由● e嗚
わ  け

長崎県下、各地で移り豊かに育まれた農産品・蓄産品

長崎ならではの食材で広がる食の楽しさをご瑶縮下さい。

み
′

希望
リ
ト
ー

六
ｍ
の
光
と
た
，
ぶ
け
と
潜
び
る
「急
鋳
百
の
耕
追
」

日
本
列
島
の
最
西
端
に
位
置
す
る
長
崎
は
、
水
平
線
に
夕
日
が
沈
む
ま
で

た
っ
ぷ
り
と
太
賜
の
光
を
浴
び
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

海
岸
線
に
広
が
る
急
斜
面
で
育
て
ら
れ
た
果
異
を
潮
鳳
と
と
も
に
、

海
面
か
ら
反
射
す
る
光
が
、
も
う
ひ
と
つ
の
太
陽
と
な
っ
て
黒
業
を
包
み
込
み

さ
ら
に
お
い
し
い
コめ
て
み
」
を
青
ん
で
く
れ
ま
す
。

ＡＨ
Ｖ
ｌ
２

白
鶴
の
力
を
引
と
出
す

「
儀

賤

し

た

土

づ
く

り

」

安
全
こ安
心
で
美
味
し
い
農
産
初
栽
塔
の
た
め
に
ｔ

有
機
質
を
主
体
と
し
た
施
肥
や
繰
肥
の
す
き
込
み
等
の

環
境
に
配
慮
し
た
土
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

ＡＷ
Ｖ
ｌ
３

濡
Ｈ
を
受
け
て
育
つ
「
ミ
ネ
ラ
ル
た
っ
ぷ
り
の
機
革
」

長
崎
黒
産
の
肉
牛
は
、
潮
鳳
を
受
け
た

ミ
ネ
ラ
ル
た
っ
ぷ
り
の
牧
車
を
食
べ
て
育
ち
ま
す
。

だ
か
ら
健
康
で
肉
費
の
良
さ
は
様
群
。

長
崎
の
豊
か
な
自
然
環
境
が
お
い
し
い
お
内
を
育
て

争
醐
守 鶏 猛
t,瓶

衿

／

〆

対
馬
奮

Ｉ

Ｆ
デ

命
Ｈ
リ
１
４

人
々
り
綱
慧
工
央
が
活
告
る

「
債

燒

の
機

」

長
崎
県
に
も
た
ら
さ
れ
た
様
々
な
地
域
か
ら
の
文
化
は
、

そ
こ
に
佳
む
人
々
の
創
な
工
夫
に
よ
っ
て
独
自
の
変
化
を
逃
げ
、

新
し
い
文
化
と
な
っ
て
関
花
し
ま
し
た
。

長
崎
に
は
そ
ん
な
歴
虫
を
物
扇
る
伝
統
の
技
が
あ
り
ま
す
。

〔資
口
‥
５

海
外
と
０
糞
灘
の
Ｅ
史
が
生
み
出
し
た
「
黒
密
『
の
と
”わ

い
」

ア
ジ
ア
大
睦
と
の
交
流
拠
点
と
し
て
、
ま
た
鎖
園
時
代
は
西
洋
に
開
か
れ
た

わ
が
国
唯

一
の
窓
日
と
し
て
様
々
な
曇
園
文
化
を
受
け
入
れ
て
き
た
長
輔
Ｄ

長
崎
の
「め
ぐ
み
」
に
は
、
海
外
と
の
長
い
交
流
の
歴
史
に
育
ま
れ
た

「異
回
の
味
わ
い
」
が
し
っ
か
り
と
患
づ
い
て
い
ま
す
。

ザ

つし
'ほ
お

守

守
ｒ

′

?
Tに出― ll所歳/長綺霞虫女1と博軸働

〆
牲
や
打

卜肇ナF:電こ為霞そど

びわ

デ ―ヾ
|て ばれ篭 亀「′】ノ

r′■デ

∝ e● ● , 置

0

●●



IⅢI主要農産物の栽培こよみ

■I II!|
:| |,i li 11,i■ iSI.:― l iI■ i:■ |ミll l:ど ||ユ :

上1中 1下 ヒ1中 上 中 下 上1中 1下 上1中 1下 中 下 上ト 下 中 下 上中下 上 1牛 下 上 中 下 上 1中 1下

い  ち  ひ 促成υヽ ウス) ゆめのか、恋みのり、さちのか 1

温 州 み か ん ハウス 宮川早生ほか 5月下旬～9月上旬

極早生 岩崎早生、上野早生 10月上旬～ 10月中旬

早生 原口早生ほか 11月上旬～11月 下旬

中生。普通 させば温州、青島温州ほか 12月上旬～ 1月下旬

び わ ノ＼ウス 長崎早生、福原早生 2月 _ i旬～5月上旬

露地 長幡早生、なつたより、茂木 5月中旬～ 6月中旬

アスパ ラガス 促成υ＼ウス) ウェルカム 2月■旬～ 10 ∃下旬

ば れ い し よ 春作(マルチ) ニシユタカ、メークイン、さんじゅうなアイマサリ 4月中旬|
春作(普通) ニシユタカ、メークイン、デジマ :月中旬

～
7月下御|

秋作(普通) ニシユタカ、アイユタカ、さんじゅうなデジマ 11月 下旬～ 42月下旬 |

秋作(遅植) ニシユタカ、デジマ 1月上旬～2月下旬

トンネル作 ニシユタカ、デジマ 3月中旬～4月下旬

ト     マ     ト 抑制υ＼ウス) 桃太郎グランデ 9月上旬～ 1月上旬

冬春(ハウス) 麗容、ソプラノ 12月上旬～7月下旬

ミ ニ トマ ト 夏秋 小鈴＼千果 7月」!旬～ 12月上旬

冬春υ＼ウス) 小鈴、千果ほか 9月下旬～6月下旬

ブロッコ リー 露地 おはよう、サマードームほか 10月下旬～ 5月中旬   |

に ん じ ん 春(トンネル) 向陽二号、愛紅、彩誉、れいめい 4月上旬～6月下旬

秋冬 向陽二号、敬紅、愛紅、紅ひなた 11「 上旬～3月下旬

は  く  さ  tヽ 春(ハウス、トンネル) 春物語、春眉山、桜こまち 2月 中4〕～4月下旬

秋冬 きらばし ほか 11月 上旬～3月下旬

だ い こ ん 春υヽウス、トンネブ閉 春岬、桜風 3月上旬～5月下旬

秋冬 福誉、青誉ほか 11月 上旬～2月下旬

た ま ね ぎ 早生(マルチ) レクスター、トッブゴールド、七宝早生、貴錦 3月下旬～5月下旬

普通 ターザン、さつき、もみじ3号 6月上旬～ 10月下旬

蒸 し製玉緑茶 4月中イ〕～5月下旬

レ  タ  ス 秋冬・春 ノララ＼レガシーほか 10月下旬～5月下旬

ほ うれんそ う ハウス(周年) ミストラル、ミラージユほか 届 子

い ん げ ん 春υヽウス、トンネル) キセラ、スーブ`一ステイヤーほか イ月上旬
～
6月中旬

秋 サーベル、スーパーステイヤーほか 10月工旬～12月上旬

コ ヤ えらぶ 5月上旬～ 12月下旬

スイー トコーン トンネル、マルチ ゴールドラツシユほか 5月上旬～ 6え 下旬

き ゅ う り 夏秋 ステータス

冬春(ハウス) ハイグリーン22、兼備1号ほか I旬  |

フ 促成(ハウス) タフボーイ 11月上旬～ 4え 下旬

メ  ロ  ン 春・夏・秋(ハウス) 雅、ベネチア＼セイヌ 4月」 110月下旬～11月下イ

春(ハウス) アムス、タカミ 月

か ば ち ゃ 春 えびす、味平、くり将軍ほか 5月下旬～7月下旬 |

抑制 えびす、くり将軍ほん` 11 2月下旬

か ん し ょ 早掘(マルチ) べニアズマ 7戸中旬名7月下御 :

そ ら ま め ハウス、露地 陵西一寸 4月ど旬～5月下旬

スナッヽプえんどう ハウス ニムラサラクスナップ 0月上旬～5月百旬

露地 ニムラサラタスナップ 0月上旬～ 12月下旬

な す 夏秋 黒陽、黒船 6月上旬～ 10月下旬

促成(ハウス) 筑陽＼PC筑陽 10月上旬～6月下旬

も も ノ＼ウス 日川白鳳＼あかつき 5月中旬梓6月下旬 :

ぶ  ど  う ハウス 巨峰ほか 6月中旬～8 ∃下旬

露地 巨峰t訳か 8月上旬～9月中旬

な 露地 幸水、豊水＼新高 フ月下旬～ 10月中旬

い ち し く ハウス 桝井ドーフイン 7月中旬～ 10月 中旬

露地 桝井ドーフィン ]中旬～,1月中旬

ノ」ヽ 玉 す い か ハウス(一部
‐
蕗地) マダーボール、ひとりじめ 5月下旬～8月上旬 |

しらぬい|デコボンⅢ ハウス 12

露地 2

せ  と  か ハウス 2月上旬～3月上旬

§

|  |:安定した出荷が可能な時期



| ■ |  ∈m9▼素材生産量
:1広葉樹
と1針葉樹

161

140

本県の森林面積(H30)は 242千 haで、総土地
面積の59%を 占めている。このうち民有林は、
218千 haで、森林面積の90%に相当する。人工
林は、全体の約43%でほとんどがスギ、ヒノキ
の針葉樹となつている。

▼長崎県森林面積 (平成30年度 )

竹林・原野等
13,602ha(6%)

24,202ha
(10%)

森林面積

2421451ha

民有林
18,249ha(90

※長崎県の森林、林業続計

124本藤切 |li l ●  :!:
平成30年の林業産出額は74.7億円となつ
ており、きのこ類の販売単価の下落が影響し、

2年連続の河額となつた。

産出額年万印 ▼林業産出額の推移

原木しいたけ

H25  H26  H27  H28  H29  H30

※針葉樹 長崎県 素材生産量調査、広葉樹 農林水産省 木材統計調査

▼原木しいたけの生産量の推移 ▼菌床生しいたけ生産量の推移
(t)                 (t)
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3′547

109 109
99 98

H17 H22 H27 H28 H29 H30

※農林水産省 特用林産物生産統計調査

H17 H22 H27 H28 H29 H30
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123I二憂]::

９００

８００

７００

６００

５００

４００

３００

２００

１００

０

平成30年の素材生産量は、181千 面で前年
比 100%と なつている。本県の代表的林産物
の原木乾しいたけは平成30年に27t生産さ
れ全国8位にランキングされている。また、菌
床 しいたけについては、平成30年、3,265t
で全国第6位となつている。

1轟 森林整1備            |
令和 2年度の森林整備目標は搬出 F日弓伐面
積2,000ha、 木材素材生産量20万席 を目指
している。

平成30年度の搬出間伐面積 1,785ha、伐
捨間伐406haであり、搬出間伐がl曽加傾向で
推移している。

木材の生産性

の向上と作業の

低コス ト化及び

森林の総合的利

用を推進するた

め、林道等路網

の整備を進めて

い る 。           
林道沿線から搬出される木材

平成 30年度末における林道密度は森林
l ha当 たり6.3mで ある。令和 7年度までに
7.7mを目標に整備を進めている。
また、森林作業道は平成30年度、299km開
設するなど、森林環境税活用による補ロカ制度の

充実により、積極的な整備が進んでいる。

772    804    802
747

6

615
658

H25    H26    H27    H28    H29

※その他 :薪炭、搭油、木材輸出
木材、薪炭、栽培きのこ類 :農林水産者統計
椿油、木材輸出 i県林政課調ベ

隠 |
栽培きのこ類

睦 ξ
その他

Ei
木材5

0



4= f新‐ながさき農林業 H轟出村活性化計画Jの靭要
11.震林業・農山村の将来の姿

農 業

農家戸数並びに農業就業人口の減少が避けられない状況の中、経営耕地

面積の約8割を認定農業者や認定新規就農者、集落営農組織などの『産業の

担い手』が担う一方で、中山間地功等産地規模の拡大が難しい地域や担い手

不在地域においては、集落等をサポートする組織『士也域の担い手』が各地域

で拡大される農業構造を目指します。

<農業所得>

認定農業者の平均農業所得を600万円まで引き上げる。
<産業の担い手>

認定農業者を中心とする『産業の担い手』を7,595経営体育成する。
<地域の担い手>

機械利用組合や農作業受委託組織など、山間地域や担い手不在地域を支

える組織を 133組織育成する。
<経営耕地面積>

再生可能な耕作放棄地は解消を図り、条件整備を行つたうえで有効活用

することで、令和 7年の経営耕地面積37,8 0 0haを 確保する。

林 業
森林の持つ公益的機能を持続的に発揮しながら、木材生産を行う搬出間

伐を中心に進めることにより、令和 7年には資源を循環利用する森林

60,O O Ohaの確保を目指すとともに、既存事業体の育成 強化や建
設業等の新規参入などにより、森林の整備、木材生産に必要な林業専業作

業員を400人確保する。

12.農業構造の展望               :

林業構造の展望

3.基本理念                  ‐

「生産・流通 販売対策Jを軸としたしつかり稼ぐ  仕組みを構築し、農
林業 農山村全体の所得向上を 図ることで、人を呼び込み地域がにぎわう
社会の実現を目指します。

II地域の活力と魅力に

あふれる農山村づくり

15・浄題策の方向性                |
1収益性の向上に向けた生産・流通・販売対策の強化
I-1品目別戦略の再構築
●品目ごとに他県の優良事例やトップ産地の取組を分析し、収益を向上させる

ための戦略を再構築することで、全国トップクラスの産地を目指します。

I-2品 目別戦略を支える加工・流通・販売対策
●農産物のブランド化や輸出対策、効率的な集出荷体制の確立、6次産業化、農

商工連携など、所得向上を図るための品目を横断する取組をSa化します。

I-3地域資源を活用した農山村地域の活性化
0地域資源を活かしたコミユニテイビジネスの展開や、バイオマス利用の促進

など、地域全体で稼ぐ仕組みを構築します。

‖経営感覚に優れた次代の担い手の確保・育成

‖-1新規就農者・就業者の増大
0新規担い手の確保に向けた受入団体等登録制度や新規参入にかかる初期投

資の負担軽減など支援体制を強化します。

‖-2個別経営体の経営力強化
●雇用型農業を目指す所得1,OOO万以上規模の経営体の育成や法人化の推
進や、集落営農組織の育成等を図ります。

‖-3担い手確保のための生産塁盤の強化
●担い手の規模拡大や農業 農村全体の所得向上を進めていくため、基盤整備

の推進による優良農地の確保と、再生可能な放棄地を条件整備したうえで

有効活用を図ります。

‖-4地域を支える多様な担い手の確保・育成
0中山間地域等産地規模の拡大が難しい地功や担い手不在地域においては、

集落等をサポートする機械利用組合など「多様な地域の担い手Jの組織化、

直売所を核とした少量多品目の産地化を図ります。

●6次産業化の規模拡大、観光分野等との連携による地功内流通の促進のた

めのネットワーク化やフードクラスターの構築など、イ家ぐ力をつける取組を

支援します。

I‖ 地域の活力と魅力にあふれる農山村づくり

Ⅲ-1地域別・産地別の戦略の展開
0地助の実態に合わせた生産 流通・販売対策と担い手対策を組み合わせて、
地域全体の所得を向上する取組を展開します。

III-2農林業・農山村の暮らしを支える環境整備

●農山村地域の多面的機能の維持や、鳥獣被害の防止、防災対策等を推進しま

す。

16,地域別振興方策               i
県下6地域の特色ある振興策を盛り込み、各地助の農林業 農山村の将
来像を描いた地域別振興方策に加え、具体的な地域別・産地別の戦略の展

開を策定。

17,新活性化計画推進体制

「新ながさき農林業・農山村活性化計画」推進体制

県段階
外部有識者による

施策推進、進捗管理の

検証・評価

報告・意見・提言

県、関係団体による

施策推進、進捗管理の確認
情報共有

必要に応じ、部内、関係機関で横断的なPTを設置

地域段階
県、市町、関係団体
による施策推進、
進捗管理の確認、

情報共有

平成27年 令剤7年

経 営 耕 地 面 積 32,500ha 37,800ha

耕 作 放 棄 地
16,886ha

(再生可能面積51345ha) Oha

産 業 の 担 い 手

|うち認定農業者

1集落営農組織

8,076経営体

5,900戸

73組織

20,600ha

15,600ha

l,870ha

7,595経営体

61300戸

75組織

:30,400ha

1231950ha

1 31750ha

地 域 の 担 い 手
(農作業受託組織等)

128組 l説 (H25年 ) 133組織(R2年 )

平成27年 令和7年

整備された森林面積 49,500ha 60,000ha

素 材 生 産 量 100,000m3 250,000m3

林 業 専 業 作 業 員 350人 400人

木 材 生 産 性 28m3/人・日 50m3/人 ,日

収益性の向上に

向けた生産・流通

販売対策の強化

経営感覚に優れた

次代の担い手の

確保 育成取組を展開

地域全体の所得

向上に向けた

『新ながさき農林業・農山村活性化計画」
推進委員会

理
有
管
共

捗

報
進
情

一体的に推進
・施策推進

「新ながさき農林業・農山村活性化計画J
推進会―議

皿 向 匝

―
進行管理体制

F新ながさき農林業・農山村活性化計画」
地域推進会議

※計画の進妙管理を行うため、地域の実績に応した体制を設置
―
匝 向 皿

進行管理体制

14.展開方向

O
必要に応じ、局、市町、関係機関で横断的なPTを設置



5.農林関係行政機構図 (令和 2年 4月 1日現在)

●農林部長―一 次長 。参事監

●県央振興局―――農林部

農産加工流通課  主 秦現握量稚推進班 L褒晨騒窪

総務・予算班
企画班
構造改善班
研究 。普及班 ―――農林技術開発センター

地域振興班
鳥獣対策班

検査班
指導班

就農支援班――――農業大学校
新規就農相談センター (諫早駐在)
経営支援班
金融班
環境班――――――病害虫防除所

農地集積班
農地農振班

集落営農推進班
農産共済班
果樹班
野菜班
花き特産班
技術普及班

肉用牛振興班
畜産経営班

―
肉用牛改良センター

家畜衛生班

調整班
用地管理班
計画調整班
土地改良班
農地防災班
技術情報班

事業推進班
法務調整班

調整班
計画調整班
森林管理班
森林活用班
普及指導班

森林整備班
治山班

農業企画課
南部地域普及課
北部地域普及課
衛生課
防疫課
土地改良課
林業課
森林土木課

農業振興普及課―一―新上五島町駐在
家畜衛生課
農村整備課

農 政 課

農山村対策室  主

団体検査指導室  主

農業経営課

農地利活用推進室 主

農産園芸課

畜 産 課

農村整備課

諫早湾干拓課  主

林 政 課

森林整備室   主

一一 農業企画課
―一 長崎地)或普及課
―― 諫早地域普及課
―一 大村 。東彼地域普及課
―― 謙早湾干拓営農支援センター
ーー 西海事務所
衛牛課
防疫謀
検査課
用地管理課
土地改良課
農村整備課
農道課
諫早湾干拓堤防管理事務所
林業課
森林土木課

―― 農業企画課
―― 島原地域普及課
―― 雲仙地域普及課
―― 南島原地域普及課
―― 衛生課
防疫課
用地管理課
土地改良課
農村整備課

●県北振興局 ―一 農林部

●五島振興局 ―― 農林水産部

●壱岐振興局 ―― 農林水産部

●対馬振興局
―
農林水産部

林務課 ――一――――新上五島町駐在

農業振興普及課
衛生課
農林整備課

農業振興普及課
家畜衛生課
森林土木課

●島原振興局―――農林水産部 ――

―― 林務課

0

―
l~

林業課



長 山奇

県 央 振 興 局 農 林 部

諫早湾干拓営農支援センター

西海事務所

衛生課・防疫課・検査課

諫早湾干拓堤防管理事務所

島 原 振 興 局 農 林 水 産 部

農業企画課・島原地域普及課

雲仙地域普及課・南島原地域普及課

衛生課・防疫課

県 庁  850-8570  長崎市尾上町3-1

854-O071

854-O038

851-3305

854-0063

859-0146

855-8501

855-0835

諫早市永昌東町25-8

謙早市中央干拓131

西海市西彼町喰場郷1686-3

諫早市貝津町3118

諫早市高来町金崎字浜ノ道149-6

島原市城内1-1205

島原市西八幡田丁8509-2

(令和2年4月現在)

095-824-1111(代 )

0957-22-0010(イ咤)

0957-35-4344

0959-27-1821

0957-25-1331

0957-27-7045

0957-63-0111(イモ)

0957-62-3610

0957-63-0462

0957-68-1177・ 1178

0956-23-4211(イモ)

0956-41-2033

0956-48-3831

0959-72-2121(イモ)

0959-52-8175

0959-72-3379

0959-52-4650

0920.47-1111(イモ)

0920-45-3038

0920-45-3031

0920-48-5211

0920-52-1311(イモ)

0920-54-2179

0920-52-5474

0920-52-0318

859-1415  島原市有日月町大三東成908-1

県 北 振 興 局 農 林 部

農業企画課.南部地域普及課'北部地域普及課

衛生課・防疫課

五 島 振 興 局 農 林 水 産 部

農業振興普及課新上五島町駐在

家畜衛生課

林務課新上五島町駐在

佐世保市木場田町3-25

佐世保市吉井町大渡80

佐世保市竹辺町92

五島市福江町7-1 五島市役所2階

南松浦郡新上五島町青方郷1554-3

五島市吉久木町725-3

南松浦郡新上五島田丁青方郷1554-3

壱山支市郷ノ浦町本村触570

壱山支市芦辺町国分東触678-7

壱岐市芦辺町国分本村触1385-1

壱l支市石田μ丁石田西触1290 壱l皮市役所石田庁合2階

対馬市厳原町宮谷224

対馬市美津島町鶏知乙110-4

対馬市厳原町国分1441 対馬市役所本庁合

対馬市厳原日丁国分1441 対馬市役所本庁合

857ぃ8502
859-6325

858-0911

853-8502

857-4404

853-O034

857-4404

壱 岐 振 興 局 農 林 水 産 部

農業振興普及課

衛生課

農林整備課

対 馬 振 興 局 農 林 水 産 部

家畜衛生課

森林土木課

林業課

農 林 技 術 開 発 セ ン タ

干拓営農研究部門

農産園芸研究部門馬鈴薯研究室

果樹・茶研究部門

果樹・茶研究部門茶業研究室

畜産研究部門

農 業 大 学 校

(畜産学科 )

病  害  虫  防  除  所
肉 用 牛 改 良 セ ン タ ー

長 崎 県 新 規 就 農 相 談 セ ン タ ー

諫早市貝津町3118

諌早市中央千拓134

雲仙市愛野町乙2777

大村市鬼橋町1370

束彼杵郡東彼杵町中尾郷1414

島原市有明町湯江丁3600

諫早市小船越町3171

島原市有明阻丁湯江丁3600

諫早市小船越町3170

平戸市田平町小手田免19

諫早市小船越町3171

0957-26-3330(イモ)

0957-35-1272

0957-36-0043

0957-55-8740

0957-46-0033

0957-68-1135

0957-26-1016

0957-68-1500

0957-26-0027

0950-57-1684

0957-25-0031

811-5133

811-5732

811-5734

811-5215

817-8520

817-0322

817-8510

817-8510

854-O063

854-O038

854-0302

856-0021

859-3801

859-1404

854-0062

859-1404

854-O062

859-封 824

854-O062

0



地域の保全活動によつて守られている農山村集落の風景 (波佐見町鬼木地区 )

tV長 崎県
◎長崎県のホームページ

http:〃wwwiprefinagasaki.jp/

表紙 :導入に向け実証が進むスマー ト農業と規模拡大に向けた生産基盤の整備 (諫早市飯盛町 )


